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同で開催された、

量分析学会 2002

●

年度同位体比部会

長尾敬介 *・ 角野浩史 (地殻化学実験施設、
*同位体比部会長)

昨年の田申耕一氏のノーベル賞受賞

で、質量分析という言葉が一般に知ら

れるようになつた。日本質量分析学会

の会員である田中氏の受賞対象になっ

た論文は、この学会誌と学会が主催し

た日中合同シンポジウムに発表された

ものである。この日本質量分析学会の

研究活動を支える部会の一つである同

位体比部会は、「同位体比の精密測定に

関する研究会」として 1965年から
続いている。主要な目的は、互いの情

報を交換して元素の同位体比を精密に

Illl定する技術水準をハード・ソフト両

面で向上させ、同位体比測定に関わる

分野のレベルアップを目指すことであ

る。最近の話題は同位体測定法、同位

体比変動の基礎過程、同位体地球惑星

科学、環境問題など多岐にわたってい

る。 100名程度の参加者が 2泊 3日

泊まり込みでおこなうこの部会は、そ

の半数近くを学生がしめており、広い

年齢層の交流の場として毎年の参加を

楽しみにしている人が多い。

昨年は、部会始まって以来初めて海

外で、日韓合同の「2002」apaniKorea

」oint Ⅳleeting of lsotope.Ratioヽ 4ass

Spectrometry,The l√ ass Spectrolnetry

Society of Japan」 として、韓国済州島

西帰浦KALホテルを会場に、 11月

20日 (水)から22日 (金)まで開

催した。参加者は、日本側 52名 (一

般 37名、学生 15‐ 名)および同伴家

族 7名、韓国側 12名 と盛況であった。

韓国側参加者の中には、韓国地球科学

鉱物資源研究所で研究を続けられてい

る東京大学名誉教授・増田彰正先生や

日本で学位を取られた研究‐者もあり、

日本側参加者の中には、現在日本に滞

在している韓国やスロベニア出身者、

ブラジルの大学から参加した日本人研

究者もいるなど多彩であった。

研究発表は、一人当たり30分間
の口頭発表 16件 (う ち学生 3名)と

27件のポスター発表 (う ち学生 12

名)があり、全て英語でおこなった。

ポスター発表は二日に分けて、一人 2

分間の口頭発表と2時間のコアタイ

ムを設定して十分な議論の時間を確保

した。特別講演として東京工業大学・

平田岳史氏に、「Inductively Coupled

Plasma― Mass SpectrOmetry(ICP MSl」

という題名で、最近各方面で注目され

ている誘導結合プラズマ質量分析の基

礎から未来像を含めた最先端の応用例

を話していただいた。時間に縛られず

夜中まで続いた自由な討論や西帰浦市

街のレストランでの焼き肉パーティー

など、和気あいあいの雰囲気に、次の



合同会議を是非ソウル大学で開催した

いとの提案も韓国側参加者から出され

た。同位体比部会の実体を全く知らな

かった韓国側研究者に、部会の有用性

を認識してもらったという意味でも有

意義な合同会議であった。

済州島は「東洋のハワイ」とも呼ば

れる韓国最南端に浮かぶ火山島で、中

央に韓国最高峰の漢撃山 (1950m)が

そびえている。世界最長を誇る溶岩洞

窟である万丈窟 (マ ンジャングル )に

代表される様な、溶岩が作った興味深

い地形に富み、更に成因論的にも謎が

多い火山学上重要な島である。会議翌

日には 30名 の参加者で島内西部の巡

検を行い、済州島の地質と風景を楽し

んだ。

この 日韓合 同会議 は、東京大学

地質学教室に留学生 として在籍 し、

1992年 博士の学位を取得された韓

国海洋研究所の李鐘益 (Lee」 ong lkl氏

が、共同研究のため来日されていた一

昨年秋に計画したものである。今回の

合同会議の成功は、ホテルとの交渉や

巡検の手配など全ての面にわたる氏の

協力に依るところが大である。また、

済州国立大学のヂ正守 lYoun」eung Su)

教授には、心温まるサポー トをしてい

ただいた。会議には参加されなかった

が、多くの旧知の韓国側研究者の支援

があったことも記して感謝する。

同位体比部会のプログラムや写真

及び会議のアブス トラク トな どは、

質量分析学会 ホー ムペー ジ httpノ /

―
・mSttjp/indexJp・htmlに職 して

いる。
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